
イントロダクション
肥料業界では、空気や岩石などの原材料から

高品質の栄養素を生成します。肥料の生産技術

とスキルは日々進化しています1。

肥料工場は、安全な作業環境を維持しながら、

プロセスを改善し、排出量を削減し、コストを最適

化し、高品質の製品を提供することを目標として

います1。目標を達成するには、生産工程で有機

炭素濃度を制御することが重要です。

チャレンジ
原材料の品質のばらつき：

肥料工場は、さまざまな無機原料を使用します。

これらには、硝酸 / 塩酸 / リン酸塩が含まれ、品

質や有機汚染成分が異なります。原材料中の有

機汚染物質が過剰な場合、製品の品質に大きな

影響を与える可能性があります。生産工程の早

い段階で原材料の品質を迅速に判断して品質管

理を行うことで、時間 /費用を節約できます。

硝酸アンモニウム肥料の炭素含有量：

硝酸肥料に過剰な可燃性物質（有機物）が含ま

れると、燃焼や爆発のリスクが高くなります。造粒

には長鎖脂肪族などの有機化合物が必要です。

硝酸アンモニウム肥料の総炭素含有量は、輸送

や保管の目的で最大0.2％に規制されています2,3。

顆粒の固結防止剤：

固結防止剤は、顆粒の固結を防ぐために添加

する長鎖炭化水素です。硝酸アンモニウム肥料

の固結防止剤の散布工程を評価することも、最

終製品の品質管理にとって大切です。
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尿素・硝酸アンモニウム液体肥料中の窒素化合

物の定量：

尿素・硝酸アンモニウム液体肥料(UAN)は21世

紀の肥料と呼ばれています。UANには利用可能

なすべての形態の窒素が含まれており、休眠状

態でも植物の窒素栄養条件を満たすことができま

す。UANでは3つの窒素形態（アンモニウム：NH4
＋、硝酸：NO3

-、アミド：尿素CO（NH2）
2由来）を

別々に定量する必要があります。現在、これらの

定量には、労力と時間がかかります4。データを迅

速に生成することにより、製品を効果的に生産で

きます6。

尿素生産設備からの尿素の損失：

尿素は肥料にとって重要な成分です。硝酸アン

モニウム製造設備には尿素生産設備があります。

尿素はいくつかの熱サイクルを通して、アンモニ

アと一酸化炭素から生成されます。生産工程や

排水、冷却水、凝縮水によって失われた尿素レベ

ルを正確に測定することは重要です。ただし、尿

素は難分解性物質であるため、分析が困難です。

現在、尿素を複雑な滴定法で測定していますが、

1〜3日かかるため、生産者にとって大きな課題と

なっています。排水中の有機窒素を迅速に定量

化することで、尿素濃度と他の形態の窒素（硝酸

およびアンモニウム）を区別するのに役立ち、効

率的な工程管理が可能になります。
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解決
全有機炭素（TOC）は、すべての有機炭素の濃度
を測定する非特異的で包括的な分析方法です5。有
機化合物を監視することで、EU条例4の方法と比較
して、肥料の生産工程にとって貴重で正確な情報を
迅速に得られます。

TOC計 Sievers * InnovOxは、独自の超臨界水
酸化（SCWO）技術により、有機炭素をCO2に酸化
し、非分散型赤外線（NDIR）検出によって定量しま
す。SCWO状態では、有機物は溶解性が高くなり、
無機塩は不溶性になるため、無機塩濃度が高い場
合でも、高い酸化効率を維持できます。TOC計
Sievers InnovOxは、懸濁物質（800μm未満）を含
むサンプルのTOCを測定できます。

メリット
TOCはすばやく簡単に分析可能

TOCの測定時間は数分（5分～20分）です。

TOCは精度＆繰り返し再現性に優れた分析

測定操作は簡単なため、複雑なマトリックス中の
低濃度のTOC（2ppm未満）でも正確に測定するこ
とができます。粒子状物質や高濃度のイオンを含む
サンプルや、低pHまたは高pHのサンプルも正確に
測定できます。

TOCは安全な分析手法

TOCは、毒物質を使用したり生成しません。周辺
空気・脱イオン水・単純な試薬だけで分析できます。
廃液は定期的に排出されます。

結論
肥料生産工程における厳密な分析管理は、生産
の最適化と製品の品質管理にとって必要です。
TOCによって生産工程を監視することができます6。

TOC計 Sievers InnovOxは、肥料工場が要求す
る精度 / 速度 / 信頼性を満たします。尿素などの難
分解性物質においても正確なTOC測定が可能です。
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